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【はじめに】 

豚熱は、2018 年 9 月 9 日の岐阜県での発

生以来、合計 9 県で 59 事例発生し、これま

でに約 17 万 1 千頭の豚を殺処分していま

す。大分県は、そのうち 4 県 7 事例 5 名、延

べ人数 13 名の獣医師を派遣しており、私は

2 県 4 事例の初動防疫対応に従事しました。

今回の発表では、冬に派遣のあった A県 2000

頭一貫農場と、夏に派遣のあった B 県 8000

頭一貫農場での対応について報告します。

（図 2） 

また、国内では豚熱、アジアではアフリカ

豚熱や口蹄疫が依然として発生しつづけて

おり、家畜伝染病予防法でさだめる、特定家

畜伝染病の侵入リスクが高い状況です。そ

のため、これら疾病の発生に対し準備をし

ておくことは重要であり、今回は A 県 B 県

の派遣を踏まえた、初動防疫計画を検討し

たので報告します。（図 1） 

【派遣時の対応内容】 

まず集会場についてです。各県の対応方

法は図 3 のとおりになります。これらの対

応で異なっている点は、検温、血圧測定、問

診の実施の有無でした。 

クリーンゾーンでの対応方法についてで

す。各県の対応は図 4 のとおりになります。

これらの対応で異なっている点は、休憩ス

ペースが、A 県ではプレハブ内であったこと

に対し、B 県ではテント下に設けられていた

こと、飲食物を、A 県では自分で用意したことに対し、B 県では県が用意していたこと

でした。また、両県ともに、それぞれの休憩スペースに冷暖房設備が整備されていまし



た。 

次にホットゾーンでの殺処分方法につい

ての内容です。A 県の対応方法は図 5 のとお

りです。まず追込み班が豚を待機場所まで

追込みます。次に、追込み班が殺処分場所ま

で追込み、コンパネでおさえ保定します。そ

して、殺処分班が電殺器で頭部を 10～30 秒

通電し、豚が気絶したら胸部を 30 秒通電し、

検死を実施します。検死の際生存を確認し

たら、胸部通電を繰り返し実施します。 

B 県の対応方法は図 6 のとおりです。追込

み班を多く配置し、複数頭を待機場所まで

追込みます。次に、その内 1 頭を殺処分場所

まで追い、コンパネでおさえ保定します。そ

して、殺処分班が、電殺器で頭部を 10 秒通

電し気絶させ、胸部を 10 秒通電します。そ

こで、搬出班が豚を搬出台まで引き込み、殺

処分班が薬剤を心臓に注入し、検死を行い

ます。検死の際生存を確認したら、再び薬剤

を心臓へ注入します。 

死亡豚の搬出方法についての内容です。A

県は図 7 のとおり対応しており、搬出班が

死亡豚のあしをロープで固定し、搬出口ま

で引きます。そこで、重機の爪にロープをく

くりつけ、豚を吊上げ、搬出班がフレコンバ

ッグに豚を入れ、数頭いれたら積載場へ運

びます。 

B 県は図 8 のとおり対応しており、搬出班

が死亡豚のあしを保定ワイヤーで固定し、

搬出口まで引きます。そこで、下で待機して

いる搬出班が豚をフレコンバッグ内へ引き

落とし、数頭入れたら重機で積載場へ運び

ます。 

【防疫作業計画の検討】 

A 県と B 県の対応内容を比較したものは

表 1 のとおりです。主に異なった点は、集会

場での問診等の有無、クリーンゾーンでの

休憩スペースの施設構造の違い、県による



飲食物準備の有無でした。また、両県ともに

クリーンゾーンに空調設備が整備されまし

た。 

殺処分に係る比較は表 2 のとおりです。

B 県は、追込班に人員を多く動員し、追込時

間の短縮をはかっていました。また殺処分

方法を、電殺に加え、薬殺で行い、搬出作業

を引落としで行うことで時間の短縮を図っ

ていました。両県を比較すると、1 時間あた

りに 10～15頭ほど B県の方が多く殺処分を

行っていました。そこで、今回、本県の殺処

分にかかる初動防疫計画を検討するにあた

り B 県の対応を参考にしました。 

まず殺処分計画を検討するにあたり、ル

ールを図 9 のとおり設定しました。1 クー

ルあたり 8 時間としました。実現可能な人

数として、1 クールあたりの殺処分にかかる

獣医師を 8 名としました。また、1 班あたり

の獣医師を 2 名配備、4 班体制としました。

県外獣医師の派遣要請は、4000 頭規模以上

の農場について行い、3 クール目から、1 班

あたりの獣医師を 3 名配備、5 班体制とし、

1 クールあたりに 7 名の獣医師を追加動員

するものとしました。豚舎毎の殺処分場所

が限られるため、原則 1 豚舎あたり、1 班対

応としました。また、1 時間あたり 10 分休

憩し、1 クールあたり 1 時間休憩を設ける

こととしました。 

B 県の殺処分方法を参考にステージ毎の

殺処分計画を検討しました。種雄豚について、図 11 のとおりです。殺処分方法は電殺



と薬殺の併用とし、危険をともなうため、殺

処分場所は豚房で行うこととしました。動

員人数は表のとおりです。殺処分方法は、ま

ず保定具で柱へ保定し、コンパネで押えま

す。保定後、電殺器で気絶させ、心臓へ薬剤

を注入します。死亡豚は、搬出台へ運び、そ

のままフレコンバッグへ落しむこととしま

した。この計画では、種雄豚が 1 頭あたりに

6 分かかる計算で、1 クールあたり 56 頭殺

処分できる計画となりました。 

母豚、肥育豚の殺処分方法などは、先ほど

報告した派遣時の対応内容（図 12）のとお

りです。この計画では、1 頭あたりに 2 分か

かる計算で、１クールあたり 160 頭殺処分

できる計画となりました。 

哺乳豚、離乳豚は図 13 のとおり殺処分を

行うこことしました。殺処分場所は、搬入搬

出口付近で行うことにしました。動員人数

は、表のとおりです。殺処分方法は、ポリバ

ケツに豚を 7 頭程度いれ、殺処分場所へと

搬送します。そして、ポリバケツに炭酸ガス

を注入し、15 分待機し、死亡豚をフレコン

バッグへ入れることとしました。全ての作

業を平行して行うので、経過時間は表のと

おりになります。この計画では、1 時間に 105

頭、1 クール毎に 735 頭殺処分できる計画と

なりました。 

これらの計画を管内各農場について算出

した結果が表 3 のとおりになります。最大

規模の農場では、殺処分にかかる従事者が延べ 710 名、獣医師が延べ 105 名必要とな

りました。また、国が定める豚熱に関する特定家畜防疫指針には、1000～2000 頭を 24

時間以内で殺処分するという目安があります。今回の計画で必要となるクール数は、

1000 頭を 24 時間で殺処分する目安クール数以内となりました。 

【まとめ及び考察】 

各県の対応方法のまつめについては表 4 のとおりです。B 県の集会場では、問診等が

実施されていました。クリーンゾーンでは、A 県は休憩施設にプレハブが設置されてお

り、空調管理がしやすい環境でした。また、B 県では県による飲食物の用意があり、両

県ともに季節に合わせた冷暖房設備が整備されていました。また、殺処分では、より多

くの人数で複数頭追込むことで、追込時間を短縮し、殺処分方法は電殺と薬殺の併用、

搬出方法は、農場の施設構造にもよりますが、引落としで行う方が、より効率的でし



た。 

 豚の殺処分は重労働であり、豚熱等は季

節に関係無く、真夏日等にも発生します。そ

のため、従事者の健康管理、安全確保は非常

に重要であり、集会場では検温、問診の実

施、クリーンゾーンでは冷暖房の整備や飲

食物の配備が必要だと思いました。また、B

県の追込方法や殺処分方法を参考にした初

動防疫計画を検討したところ、殺処分にか

かる時間が防疫指針に記載のある目安以内

に収まり、当県の防疫対応に有効であることが示唆されました。 

今後は、本県に配備している、電殺器等の資材についても効率的な使用方法を検討

しつつ、当県の初動防疫計画に盛り込んでいきたいと考えています。 


